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インバウンドの現状
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全国インバウンドの状況（旅行者数）
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全国インバウンドの状況（延べ宿泊者数）
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全国インバウンドの回復状況（消費額）
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コロナ禍直前の2020年1月の実績を超えました。コロナ禍前同月比を超えたのは初。
2024年2月の道内入国者数は速報ベースで182,468人の見込み。
2019年対比で▲21,474人、▲10.5％と再びコロナ禍前を下回る見通し。

2023年1月～2024年1月
北海道直接入国者数の推移
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2024年1月数値
① 韓国80,083人（全体の道内入国者数に占める割合41.5％、前月比＋16,485人、＋25.9％） 前月順位①

② 台湾46,781人（24.3％、＋9,485人、＋25.4％） ②

③ 中国17.027人（8.8％、＋7,643人、＋81.4％） ⑤

④ タイ16,053人（8.3％、▲484人、▲2.9％） ③

⑤ 香港13,929人（7.2％、▲1,511人、▲9.8％） ④

⑥ 豪州7,138人（3.7％、＋4,202人、＋143.1％） ⑧

⑦ マレーシア3,594人（1.9％、▲5,226人、▲59.3％） ⑥

⑧ 米国1,761人（0.9％、▲494人、▲21.9％） ⑨

⑨ 英国1,315人（0.7％、▲55人、▲4.0％） ―
⑩ カナダ783人（0.4％、▲259人、▲24.9％） ―

2022年11月～2024年1月 月別実績 直接入国者数月次推移
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2022年11月～2024年1月 月別実績 直接入国者数月次推移

韓国・台湾・香港
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2022年11月～2024年1月 月別実績 直接入国者数月次推移

中国・シンガポール・マレーシア・タイ・インドネシア
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2022年11月～2024年1月 月別実績 直接入国者数月次推移

米国・英国・カナダ・豪州
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北海道観光振興機構の取組み
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ワインツーリズム ケアツーリズム ナイトタイム
エコノミー• ワイナリーは10年前の約3倍（57か所）

• ワインの生産量は全国第3位

• 『日本ワイナリーアワード2022』をはじ
め国内外で高い評価

• 都市部から日帰り圏内に多数のワイナ
リー、酒蔵等が立地

• 北海道は「癒し」と「健康」を結びつ
ける観光コンテンツが豊富に点在

（医療、スパ、ヨガ、瞑想、フィットネス、
ヘルシー食、レクリエーション、リハビリ、
サウナ等）

• 健康産業分野の成長

• 飲食、芸術、音楽、エンターテインメ
ントの集積エリアの再興

• 国立公園などでの自然資源活用

• 活用官民連携によるまち全体のイベン
ト実施など

安全・安心

旅行の安全と旅行者の安心
スムーズな移動や安心して楽しめるア
クティビティ

ユニバーサル・ツーリズム

障がい者を含む誰もが旅・文化・ス
ポーツを楽しめる旅行
D&I,LGBTQなど人権に配慮した旅行

レスポンシブル・ツーリズム

地域社会や環境への配慮と貢献
より良い観光地づくりに向けた地域事
業者・利用者の行動

SDGs

社会的な問題意識と参画意識の高まり
移動・消費を含む持続可能な観光

ベースになる４つの考え方

新たな観光需要に応じたテーマ別観光の推進
～観光の高付加価値化～
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・自然の中でのアクティビティや異文化体験を通じて、地域の人々と双方向で触れ合い楽しみながら、
その土地の自然と文化をより深く知ることで自分の内面が変わっていくような旅行形態。

・自然・アクティビティ・異文化交流の３要素のうち、２要素以上で構成される。
・従来の旅行形態に比べ、地域への経済効果が大きい。

野鳥観察 アイヌ文化 ラフティング

主なATの例

AT(アドベンチャートラベル)
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• ATTA(Adventure Travel Trade Association)が主催する世界最大のＡＴイベント。世界中の約70
カ国から旅行会社やメディア、ツアーオペレーター、アウトドアメーカー、政府観光局、観光協会、
ＤＭＯなど約800人の関係者が参加し、ＡＴツアー体験や講演会、セミナー、商談会等が行われる。

• 2023年9月11～14日、北海道で開催（アジア初）。

ATWS(アドベンチャートラベルワールドサミット)
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＊米国レップ事業について R4年度より開始

・高付加価値・富裕層旅行諸費額は米国が過半数を超え第1位であり、
最も市場規模が大きい。
・ATWS2023 を好機にAT層が多い米国においての情報発信が重要。
・「日本に感心がある・日本好き・日系」をターゲットとして、彼
らの情報発信の波及効果で北海道の情報を全米へ拡大を図る。
・米国市場はコロナの早期需要回復が見込める。

ロサンゼルスに事業所を置く理由

・カリフォルニア州における日系人の数が最も多く、
日系アメリカ人のコミュニティを形成している。
・ロサンゼルス空港と日本の路線が太く、距離的に
も近く往来が便利。

＊豪州レップ事業について R５年度より開始予定

シドニーに事業所を置く理由 ・豪州においての最大の人口集中拠点
・日本との直行便就航数が最大。

・スキー客の取り込みのみならず、グリーンシーズンでの誘客強化が課題。
・ATWSを好機に、消費額の高い豪州へのプローモーションの実施が重要。

海外レップ事業について
（欧州・ロンドン/米国・ロサンゼルス/豪州・シドニー

＊英国レップ事業について R3年度より開始

➢現地からの訪日旅行者目線で現地旅行事業者、現地メディア等に対してセールス活動や質の高い最新観光情報発信が可能
となり北海道の認知度拡大を目指す。

➢旅行博の代理出展により、かかる旅費・造作経費等をおさえる事ができる。
➢ATWSをフックとした欧米に向けての情報発信が重要
➢長年築き上げてきたネットワークや繋がりを最大限に活用することが可能。

【海外レップの利点】

ロンドンに事業所を置く理由

訪日旅行での1人 1日当たりの平均消費額は約 70 英ポン ドとヨーロッパ
やタイと同程度であり、他のアジア諸国より も高い水準にある。

他の市場からの旅行者と比べて特に日本 酒への興味や日本の伝統的な舞
台・音楽をはじめとした 日本の歴史・文化への関心が高い。自然と日本
らしい建築物が融合した景観も幅広い層から支持を受けている

ヨーロッパ大陸に近接していることもあり、
今後、欧州における拠点と成り得る
欧州の中で一番来道者数が多い
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